
日本のカジノはどうなるか？
―衆院解散によってＩＲ法案は廃案に―
１．カジノ法案は、11月21日の衆院解散によって廃案となった。
　　カジノ議連は超党派で、且つ国会議員の多数を占めるのになぜか？解散問題は別としてカジノ法案が進まなかったのは内的要因と外的要因がある。まず、外的要因からいうと、
（１）カジノ（ギャンブル）に対する国民の根強い不信と反対
様々な世論調査をみても反対は賛成よりはっきりと多い。（その理由は内的要因と共に述べる。）
ギャンブル依存による被害は家庭や社会に及び、多重債務者の救済活動等を通して被害者自身も声をあげて反対した。
（２）カジノ反対運動の急速な盛り上がり
カジノ推進は観光等の一部や地方経済界の長年の活動で、その支持を期待した超党派の大ＩＲ議連（カジノ議連）まで形成させた。一方、カジノ反対の活動は一昨年ぐらいから始まり、2013年に維新グループやカジノ議連が法案を提出した頃から全国組織化が進んだ。推進する自治体の足下でも次々と反対組織が生まれ、集会やシンポジウムが行われた。日本弁護士連合会や日本司法書士会連合会でも反対が強く、多重債務者や消費者問題等から反対の決議声明が出され、且つ全国化した。各地での街頭行動や国会内での集会など、世論に訴える反対活動も大きい。
（３）メディア・マスコミの慎重論
　　　メディアはカジノそのものへの絶対反対でないが、産経を除いて慎重論。様々な弊害が知られているが、その克服、完結がなされていないという社説が多い。実はＩＲ法案はカジノの弊害への対応を政府の検討に丸投げする。議員立法独特のズルイものだが、もちろん立法成立前の政府は今でもギャンブル依存症（推計536万人）にさえ対応を取れていないから具体的対策はない。だから先の見えない拙速法案だという批判は当然である。
（４）与党公明党他に生まれた慎重論
　　　公明党や自民党、民主党の議員の中にもカジノに賛成しない議員はいる。そもそもカジノ法案を与党が党議拘束までして強行することは法案の性質上難しい。また、反対世論の盛り上がりとメディアの慎重論の下、議員の支持層・支持者の中にも反対の声が多い。
　　
では、ＩＲカジノが進まない内的要因は何か。
（１）カジノの性質
①犯罪や治安上の問題、②マネーローンダリング（資金洗浄）、③風俗、青少年教育上の弊害、④ギャンブル依存や多重債務者等がある。ＩＲ法案さえ10条で悪影響を認め対策の必要を列記する。この点の対策を示せていない。
（２）ＩＲ法のカジノは私営業者による市民からの収奪
　　　ギャンブルとしてのカジノは賭博開帳で胴元が確実に客から金を吸い上げる。賭博自体は富を生まない（生めない）。今の公営競技も賭博であり、公営の例外としたが実は国民や自治体住民からの収奪である。客がギャンブルに夢中になったとして喜べるものでない。その犯罪性と反倫理性の克服は難しい。
　　　仮にカジノのギャンブルで遊ぶ楽しさを感じる者はあっても、それを社会的に正当化する価値があるとまではいえない。就職口を生み、経済成長に役立つというも、昔流にいえばバクチのお手伝いの仕事やヤクザの取り分といえる。ノム・ウツ・カウを業とする健全企業はない。
（３）ＩＲカジノは地方自治体の収益になるというバラ色の宣伝のウソ
　　　収益は客が収奪されることとその採算ベースでの話。もしその予想が外れると自治体はとんでもないお荷物を受け大打撃となる。ギャンブルをＩＲ（統合型リゾート）という衣で包もうと、最もおいしい（儲けられる）ところは民営カジノであり、カジノなしのＩＲなど赤字の施設といえる。むしろ、ＩＲカジノの失敗例がアメリカで生まれており、アジアのカジノでも停滞、退潮が紹介されている。
（４）既存産業との対立
　　　カジノ具体化しようとすれば、既存の公認ギャンブルとの利害対立が生じる。特にパチンコ･スロットとの対立は難しい。カジノ進出は大手パチスロ企業だけが食指を伸ばす。
また、ＩＲは他のリゾートから観光客を奪う。リゾート特区の立地対立も生じる。東京都舛添知事は静観、沖縄県はＩＲ反対の知事が勝った。大阪府の松井知事・橋下市長やその他北海道から長崎県・宮崎県まで誘致首長らは新産業による観光需要や雇用をいう。しかし、個別自治体内部では地元の既存産業、労働、文化の利益を収奪することになり、大きな利益相反がある。
２．11月に入って急に「解散風」が吹き、解散が強行された。表向きは消費税10％化の延期やアベノミクスを国民に問うものにしたいとされている。しかし、アベノミクスは日銀による札のバラマキばかりとなっている。安倍外交も空を切り、沖縄選でも負け、消費税を上げるだけの経済を生めなかったからであって、野党の選挙態勢の不足を見込んでのことだったといえる。 
　　しかし、選挙後の通常国会にＩＲ法案を再提出するという。斗いは続く。まずカジノ議員には×をしたい。
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コラム　　　　　カジノは何故ボロ儲けできるのか
判りやすくルーレットを例にとる。0か00以外だったら客の誰かが勝ち、カジノ店に損得はない。しかし、確率論上0か00は38回に一度起こり、この場合は店の総取りとなる。赤か黒かの場合も38分の18、すなわち47.4％の確率でしか客は勝てない。1回のゲームならこれで済むが、もし100枚のチップを1枚ずつ賭けるとすれば、勝てば2枚になるが200枚に増やすには100回の賭けに全勝しなければならない。客が賭ける間、店は38回に2回は必ず勝って儲ける。
　38分の2は5.3％というが、これは大変な錯覚である。1回だけするなら47.4％の確率で倍にできるが、これを繰り返せば破算する。先の100ドルを200ドルにする目標で回数を繰り返すと、その確率は0.0027％にしかならない。このようにカジノは、競馬などのゲームに比べ、適当な額を数多く賭けて遊ばせるので有り金のほとんどを巻き上げられる。だからドリンクや美女サービスで長居をさせるコンプが有効なのだ。
 偶然の一致？ 
　ギャンブルオンブズマンは、一般紙のみならず赤旗までが記事として宝くじの当せん番号を週何回も公表していることに憂えている。宝くじは富くじというギャンブルであり、貧しい庶民を中心に、購入金の50％以上を収奪するものである。
それ故、当会は、掲載すべきでないとの反対の意見書を2012年5月9日付で各紙に送っている。しかし、各紙は宝くじも広告主であったり、読者の便のためとして当せん番号に紙面を割く。
近時、私たちの宝くじやロトへの批判や、ロト・ナンバーズをめぐる詐欺事件の横行もあって、当せん番号の公表欄の横や下に「詐欺にご注意下さい。当選番号は事前に分かりません。」とか「詐欺に注意して下さい。番号は新聞公表の前夜発表されています。」として新聞公表とインターネットでの情報入手の時間差を利用した詐欺事件を注意する表示が付されるようになった。
　事務局で簡単に調査したところ、このような注意表示は次のとおり、2014年9月から始まった。
（１）朝日　9月18日　（ナンバーズ3976回分から）
（２）読売　9月27日　（ロト7　77回分から）
（３）毎日　10月8日　（ミニロト788回分から）
（４）日経　10月10日　（ロト6　906回分から）
（５）産経　10月30日　（ナンバーズ4006回分から）
　また、11月には地方紙でも同様の注意書きがなされるところが多くなった。
　実は、ギャンブルオンブズマンは発足後、宝くじを利用した詐欺商法を世に警告し、みずほ銀行に対し防止活動を求めているが対応はない。客が欺されていだとしても宝くじを買ってくれるのなら利益が上がるという訳だ。今年8月23日には毎日紙に、ロト6の当せん番号を当てるという本の広告が掲載され、その出版社と毎日紙に是正の申し入れをした。9月3日には公取委にも不当表示本と広告の取締りの是正申し入れをした。
　毎日紙広告局からは、是正申し入れについて9月4日と10月3日に「言い訳」的な回答があった。私たちの活動と当せん番号の予測を利用した詐欺への注意書きの追加は偶然の一致とは思えない。
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コラム　　　　　宝くじ・totoの収奪率と配当率
　宝くじやtotoの購入客への配当率は45～50％であり、これは億万、千万当選者を入れての計算である。連番で10枚単位（3000円）で買う者は300円1本は確実に当たるから、購入者への配分は購入額の実質10％強程度である。
ジャンボ宝くじは年5回だが、ロト宝くじは毎週行われて年50回以上となる。もし、30万円を持つ人が通常の宝くじを1回3000円ずつで100回購入するとすれば、ほとんどの購入者は30万円が3万円になるだけである。そうしないと100万人～1000万人に1人の大当たりを出せない。結局毎回10枚以上買う人でも宝くじの配当率は10％ということで90％の収奪率となる。
案外、購入者はこのような計算が苦手で、億の夢（実際には見られない人がほとんどだが）に欺される人なのである。
◇◇法律相談◇◇
　会報2号で公営ギャンブル（競技、くじ）やパチスロに関する法的規制のクイズを行い、一定回答も付していますが、次のような事例で再度詳しく回答して欲しいと相談がありました。そこで会員の中のＮ弁護士に応えてもらいました。
Ｑ１.私の息子は満17歳ですがパチスロ店Ａに出入りしています。パチスロ店Ａでは注意もされず、息子は奨学金を使って通い詰めて負けていたことがわかりました。その金額はひと月1万円、16歳の時からなので総額20万円を費消していました。それ以外にも私の隠し貯金箱から計10万円を盗って、それも全部負けたということです。結局30万円を負けた事になります。親として子の30万円を取りもどすことはできないでしょうか？
Ａ　未成年者の法律行為は、法定代理人の同意がなければ原則として取り消すことができます（民法5条）。ただし、成年者であると装っていたような場合には取り消すことができません（民法21条）。本件では、成年者であると装っていた事情もなさそうですから，あなたの息子さんの行為について未成年を理由に取り消して30万円を取り返すことができます。

Ｑ２.私の子は16歳ですが、サッカーが好きでサッカーくじを30万円も買ってそのほとんどすっていました。19才未満の人には売ってはいけないことになっていますが、私服で買いに行ったので年齢がよく判らなかったということです。息子は身分証明を求められず普通に買ったそうです。当たりは3000円で、結局29万7000円の損だったと言っています。親権者として返してもらえないでしょうか？
Ａ　Ｑ１と同様に法定代理人の同意がない未成年者の行為は取り消すことができます。法律で19歳未満の者はサッカーくじを購入してはいけないと定められていることは特に影響しません。

　　したがって、未成年を理由にして取り消して30万円を取り返すことができます。

Ｑ３.私は今19才のボートレースファンです。バイトで稼いだお金でボートピアで舟券を買っています。去年は20万円負けましたが、今回大穴で30万円を当てました。ところが払戻のときに一緒にいた友人が大学生服を着ており、身分証明書を要求されたのです。19才だから払い戻せないと言われました。もちろん舟券買いは両親には内緒です。諦めなければいけないでしょうか？この大穴は3万円で買った内の1枚です。
Ａ　モーターボート競走法12条で、未成年者は舟券を購入し、又は譲り受けてはならないと規定されていることから払い戻してもらえないのでしょうか。同条は、違反した場合、罰則が定められています。しかし、これは刑事罰に関する規定であり、同条に反する私法上の売買の効果が無効になるとまでは解釈できません。
　　したがって、払い戻しを受けることが出来ます。

Ｑ４.高校生の息子が、宝くじ売場で1枚300円のロトをやり、3万円分買っていたことを知りました。子の金は学用品を買うために持たせたものでしたが、息子は億円が当たるかも知れないということで衝動買いをしたようです。ところが、実はその内の1枚が100万円当たっていたのです。この100万円は息子はもらえるのでしょうか。
Ａ　目的を定めて渡した金銭について、目的の範囲内で使用した場合、法定代理人は取り消すことが出来ません（民法）が、定められた目的外に使った場合、法定代理人は、未成年者の行為を取り消すことが出来ます。しかし、取り消すまでは、有効ですから、息子さんは100万円をもらうことが出来ます。

また、未成年者の行為を必ずしも取り消す必要はなく、法定代理人が取り消さない方が有利だと考えた場合、未成年者の行為を追認することができます。したがって、本件でも追認をすることによって有効に払い戻しを受けることが出来ます。

Ｑ５.私の妻は満16歳です。しかし、妻らしいことはせず、結婚したら成年に達したのだから（民法753条）と、競馬にどんどんのめり込むようになりました。月の生活費として渡した20万円を1回の馬券にしてしまう有様です。夫として止めるように言っても聴きません。これまで負けた200万円を取り戻せないでしょうか。これにより夫婦不仲となり、離婚したらどうなりますか？　妻は一度結婚したので、17歳で離婚したとしてもこれからは成年扱いになるのでしょうか？
　　今から考えると結婚も欺されたように思います（届出だけでした）。もし、結婚が計画的詐欺だったらどうなりますか？　なお、券売場は年齢確認など全くしておりません。
Ａ　結婚したことにより成年に達したものとみなされるので、未成年者を理由にして取り消すことが出来ません。したがって、200万円を取り戻すことは出来ません。また、一旦、婚姻によって成年に達したものとみなされた場合は、その後離婚したとしても、成年に達したとみなされる効果は変わりません。婚姻によって成年に達したとみなされるのは婚姻が有効に成立することが必要です。婚姻が有効に成立するためには、単に婚姻の届出をするだけでなく婚姻生活をする意思が必要です。したがって婚姻生活をする意思がなく単なる婚姻届を出す意思しかない場合には婚姻は有効に成立せず、したがって、成年とみなされる効果も生じません。その場合には未成年を理由にして取り消すことが出来ます。

　＜参考：ギャンブルと未成年者の購入・発売規制＞
　１．競馬法28条：未成年者は競馬投票券を購入し、又は譲り受けてはならない。
　　　　〃   34条：発売者が知って売れば50万円以下の罰金
　２．自転車競技法9条：未成年者は車券を購入し、又は譲り受けてはならない。
　　　　　　〃　　59条：発売者が知って売れば50万円以下の罰金
　３．モーターボート競走法12条：未成年者は舟券を購入し、又は譲り受けてはならない。
　　　　　　　〃　　　　　 69条：発売者が知って売れば50万円以下の罰金
　４．小型自動車競走法13条：未成年者は勝車投票券を購入し、又は譲り受けてはならない。
　　　　　　　〃　　　 64条：発売者が知って売れば50万円以下の罰金
　５．当せん金付証票法　　未成年者購入等規制なし、未成年者発売処罰なし
　６．スポーツ振興投票の実施等に関する法律9条：19歳に満たない者は、スポーツ振興投票券を購入し、又は譲り受けてはならない。
　　　　　　〃　　　　　35条：発売者が知って売れば50万円以下の罰金
書籍･論考紹介まとめ　会報ではこれまでギャンブルとその弊害、そして今日のカジノ問題をテーマとしたものまで広く書籍・論考を紹介し書評も付しました。今回30号発行にあたり、読者の検索便宜のためバックナンバー毎に整理しました。（以下、著者らは敬称略）
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「統計・確率のほんとうの使い道」（京極一樹）、
「ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙに勝つための最強確率理論」（九条真人）
	ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙと確率論

	13号（2013.7.14）
	
	

	14号（2013.7.19）
	「賭博大百科」（山本卓）、「カジノ大全」（ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ･ｳｫﾝ）、「ﾊﾟﾁﾝｺがなくなる日」（POKK吉田）、「ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ依存症」（田辺等）、「日本のｶｼﾞﾉはこの街にできる」（伊丹治生）、「知っておきたい競馬と法」（大蔵省）、「ﾊﾞｸﾁの自治体」（三好円）
	書籍紹介

	15号（2013.8.23）
	「ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙﾌｨｰﾊﾞｰ」「ツキの法則」「現代ﾊﾟﾁﾝｺ文化考」「ﾗｽｳﾞｪｶﾞｽ物語」「ｶｼﾞﾉが日本にできるとき」「負け方の王道」（以上、谷岡一郎）、「ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙの社会学」（谷岡、仲村ら）
	書籍紹介
（谷岡一郎氏関係分）

	16号（2013.9.19）
	「パチンコ30兆円の闇」（溝口敦）
	ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙの利権④

	17号（2013.11.1）
	「三丁目の夕日」（西岸良平）40集11，12話
	宝くじおばさん

	
	「病的ギャンブリングの今日的課題」（森山　臨床精神医学42巻9号）、
「会社四季報業界地図」パチンコ・パチスロ業界
	事務局だより

	18号（2013.11.25）
	
	

	19号（2014.1.10）
	「熔ける－大王製紙前会長井川意高の懺悔録－」（井川）、「ﾊﾟﾁﾝｺの経済学」「続ﾊﾟﾁﾝｺの経済学」「ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙの経済学」（以上、佐藤仁）
	書評

	20号（2014.2.3）
	
	

	21号（2014.3.3）
	
	

	22号（2014.3.18）
	
	

	23号（2014.4.23）
	「広告は私たちに微笑みかける死体」（ｵﾘﾋﾞｴｰﾙ･ﾄｽｶｰﾆ）
	ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ広告を考えるⅡ

	
	「大切な人をﾊﾟﾁﾝｺから取り戻すために」（大崎大地）
	書籍紹介

	24号（2014.5.26）
	「知ってますか ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ依存一問一答」（西川京子）
「賭博史」（宮武外骨）、「少し金を貸してくれないか」（六角精児）、「震える 許さない！ｶｼﾞﾉ賭博場合法化！」（全国ｶｼﾞﾉ反対協）
	書籍紹介

	25号（2014.6.19）
	「ｶｼﾞﾉ合法化は何をもたらすか」（世界　帚木蓬生）
「天から円が降ってくる」（古川美穂）
	書籍紹介

	26号（2014.7.22）
	「ｶｼﾞﾉ解禁が日本を亡ぼす」（若宮健）、
「わが国の賭けごと史」（倉茂貞助）
	書籍紹介

	27号（2014.8.12）
	
	

	28号（2014.9.26）
	「ｶｼﾞﾉ狂騒曲－日本に賭博場はいらない－」（竹腰将弘外）、「競馬をめぐる状況」（本田伸彰）
	書籍紹介

	29号（2014.10.21）
	「賭博要覧」（清水行恕）、「賭博（日本探偵実話）」（中村義正）、「賭 ｻｲｺﾛからﾄﾄｶﾙﾁｮまで」（倉茂）
	書籍紹介


これまで会報に紹介した賭博の「哲学」「社会学」は、詳しい実態や歴史・文化を記述した先の著作に負うところが大きい。
ギャンブルは世界的にも多様性があり、特定のギャンブルに限っても変化が多く、古いデータでは説得力のある未来は語りにくい。アップツーデートな新書版でさえ3～5年で古くなり、再刊されないのはデータが古くなるからであろう。しかし、元来古書探しの好きな私は、賭博や富くじといった言葉があればそれを入手してみるようにしている。
会報2号で紹介した古い文献には、1902年の「都市の社会政策」で公営事業を論ずるものがあるが、戦前では競馬が少しある程度。賭博は「賭博要覧」や「賭博」に詳しいように、ほとんど刑法上の取締り対象となっていた。
（井上）
大暗賭博百人一首（４）
今回も小倉百人一首の替え歌です。（61～80番）
61．いにしへの奈良の時代の賭け事は　上は雙六、下はチョボイチ 　 　＜昔の賭人＞
　　いにしへの奈良のみやこの八重さくら　けふ九重に匂ひぬるかな 　 （伊勢大輔）
62．数たのみＩＲ法通すとも　よにカジノ場の設置ゆるさじ　　  　　　＜制止納言＞
　　夜をこめて鳥のそらねははかるとも　よに逢坂の関はゆるさじ　  　（清少納言）
63．今はただもうこりごりと言うばかり　人のせいならず言って反省　　＜無名依存者＞
　　今はただ思ひ絶えなむとばかりを　人づてならで言ふよしもがな  　（左京大夫道雅）
64．朝ボケは夜通しバカラたえだえに　あわれ借金返すあてなし　　  　＜賭中毒定道＞
　　朝ぼらけ宇治の川霧たえだえに　あらはれわたる瀬々の網代木    　（権中納言定頼）
65．恨むならやらぬといえばよいものを　八百長ばれてあげられしまい　 ＜相撲＞
　　恨みわび干さぬ袖だにあるものを　恋にくちなむ名こそをしけれ  　（相模）
66．もろびとに空(から)夢追わす宝くじ　億万長者知る人もなし　　　 　＜前大騒擾＞
　　もろともにあはれと思へ山桜　花よりほかにしる人もなし　　　  　（前大僧正行尊）
67．春の宵夢ばかりなる券を　買い行く先はボートピアかな     　　 　＜週訪内四＞
　　春の夜の夢ばかりなる手枕に　かひなく立たむ名こそをしけれ　  　（周防内侍）
68．不本意か不公正でも慣れた富　恋しかるべき億円の夢　　　　　　　＜惨状陰＞
　　心にもあらでうき世に長らへば　恋しかるべき夜半の月かな　　  　（三条院）
69．あらしふくチラシの山のパチスロは　開店前に列をなしけり　　　　＜良い台ほしい＞
　　あらしふくみ室の山のもみぢはは　竜田の川の錦なりけり　　　  　（能因法師）
70．さびしさに競輪場出てながむれば　いずこも同じ負けた面々　　  　＜大穴ほしい＞
　　さびしさに宿をたちいでてながむれば　いづくもおなじ秋の夕ぐれ　（良暹法師）
71．夕さればナイターゲームに訪れて　車券はずれて秋風に舞う　　  　＜大なげきケイリン＞
　　夕されば門田の稲葉おとづれて　蘆のまろやに秋風ぞ吹く　　　  　（大納言経信）
72．音に聞く鳴門競艇あだ波は　賭けしちゃ泣きもこそすれ　　　　　　＜裕子無心脳＞
　　音にきくたかしの浜のあだ波は　かけじや袖のぬれもこそすれ    　（祐子内親王家紀伊）
73．高額の賞金額で人目ひく　サッカーくじはＢＩＧにおまかせ　  　　＜機械くじ＞
　　高砂のをのへの桜咲きにけり　外山のかすみたたずもあらなむ　  　（前権中納言匡房）
74．病み始めビギナーラックのおそろしき　またある夢と祈り続けて　　＜源始好運＞
　　憂かりける人を初瀬の山おろしよ　はげしかれとは祈らぬものを  　（源俊頼朝臣）
75．当たらぬに二度と買わぬと誓ったが　あわれ今年もジャンボ並びし　＜不治吾等＞
　　ちぎりおきしさせもが露をいのちにて　あはれ今年の秋もいぬめり　（藤原基俊）
76．海外のマカオカジノを見学し　売買春の乱れし姿　　　　　　　  　＜海外事情＞
　　わたの原こぎいでてみれば久方の　雲ゐにまがふ沖つ白波  （法性寺入道前関白太政大臣）
77．ルーレットディーラー急かれ貼るチップ　ハズレて次は当たれと思う ＜スットコイン＞
　　瀬をはやみ岩にせかるる滝川の　われても末にあはむとぞ思ふ　  　（崇徳院）
78．あわれなる通う賭客の嘆(な)く声に　幾夜めざめしギャノマン電話　　＜源賭増＞
　　淡路島かよふ千鳥のなく声に　幾夜ねざめぬ須磨の関守　　　　  　（源兼昌）
79．注意されやめたる賭博絶え間より　もすこしいかがと陰のささやき  ＜勧誘広告＞
　　秋風にたなびく雲のたえまより　もれいづる月のかげのさやけさ  　（左京大夫顕輔）
80．長すぎた心を奪われパチンコに　借金の山思い悩みし　　　　  　　＜体験者憂い＞
　　ながからむ心も知らず黒髪の　みだれてけさは物をこそ思へ　　  　（待賢門院堀河）
ギャンブルＮＥＷＳピックｕｐ　 　（2014.9.19～11.7　前号まで未記載分含む）
2014.  9.19　　朝日　　「ギャンブル依存症問題を考える会」　田中紀子
9.21　　日経　　ギャンブル依存の女性支援　　田上啓子（ぬじゅみ施設長）
9.28　　朝日　　カジノ法案　与野党に賛否
10．2　　朝日　　カジノ審議　当面見送り
10.17　　読売　　社説：カジノ弊害議論浅薄では困る
10.21　　朝日　　カジノで考える民主主義　　思想家　内田樹
10.24　　赤旗　　カジノは警察利権に　議連「査察官」規定削除
10.25　　読売　　ＪＲＡ新理事会「定年後の人に普及させたい」
　　　　 大衆　　大阪商大「カジノ学部」創設へ
10.26　　ﾃﾚﾋﾞ朝日　　カジノ法案の光と影
　　　　 共同　　ギャンブル依存症　人生破綻
10.27　　当会　　内閣委議員全員にＩＲ法案廃案要請
沖縄ﾀｲﾑｽ　　沖縄知事選　カジノで違い
　　　　10.28　　産経ﾋﾞｼﾞﾈｽ　　仁川のカジノにセガサミー参加
　　　　10.29　　朝日　　大塚国交政務官　パチンコ韓国人から115万円献金
　　　　　　　　 読売　　パチンコ税新設見送り（与党）
　　　　10.30　　ＴＢＳ　　カジノ法案取り下げを求める院内集会
　　　　10.30現在　24弁護士会（日弁連と23単位会）が反対声明
　　　　11. 1　　秋田魁　　カジノで全国サミット200人
　　　　　　　　 ＮＨＫ　　カジノ法　成立困難の見方も
　　　　　　　　 産経　　　カジノ法成立不透明　松井知事「困る」と苦言
　　　　　　　　　　　　　 元電通1億円横領犯　競馬に
　　　　　　　　 日経B.C　　小宮一磨　メリット皆無のカジノ法反対
　　　　11．2　　日経　　カジノ法見送り論
　　　　　　　　 ｸﾚｻﾗ対協　　カジノ廃案決議
　　　　　　　　 夕刊ﾌｼﾞ　　日本はもうギャンブル大国
　　　　11．3　　ＡＦＰ　　米アトランティックシティカジノ財政難
　　　　　　　　 産経　　カジノ法案　黄信号
　　　　11．4　　ﾛｲﾀｰ　　カジノ法　来年の通常国会　カジノ企業の投資他へも
　　　　11．5　　産経　　カジノ法案　今国会は無理
　　　　　　　　 読売　　ハウステンボス　カジノ誘致の検討
　　　　11．6　　毎日　　カジノ法成立断念　継続審議　通常国会へ
　　　　　　　　 日経　　カジノ合法化を考える（上）　厳しい規制下で解禁を　　美原融
　　　　　　　　 産経　　カジノ疑似体験　展示商談会　大阪　
 なぜカジノがダメでパチンコが許されるのか　橋下市長、井戸知事にかみつく
　　　　　　　　 週刊現代（11.15号）　　カジノの負の面も　大橋巨泉
　　　　11．7　　日経　　カジノ合法化を考える（下）　経済効果疑問　　鳥畑与一
　　　　　　　　
 コラム 　　　　　　　　郡中制法と賭博
　明治維新により江戸幕府支配から天皇制へと王政復古したが、法整備はほとんどできておらず、廃藩置県後も江戸時代並みの五人組や高札布告による政治支配が続いた。東京や大坂は「府」、その他は「県」となり、「郡中制法」が布告されて庶民を支配した。近代国家としての法制は、明治23年の明治憲法以降に制度されたといえる。
　さて、大坂府が壬申（明治5年、1983年のこと）3月に布告した「郡中制法」に賭博関係についてこうある。「博奕其外賭勝負堅く禁之、若竊に取扱うものあらハ可訴出、隠し置他より於洩聞くハ村役人五人組迄も可為越度事」　要するに、賭博厳禁、隠れてやる者を訴え出よ、隠し置くと村役人から五人組まで処罰するというのである。
　この布告には、明治5年は王制の趣旨により「諸事公論に決し」という文言もある。この年、庄屋、名主、年寄を廃止し、戸長、区長を設置、徴兵の詔を発するなど、全て天皇からのトップダウンで制度が決められる時代だった。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　会報はブログで一般に公表しているため、時折「コメント」の書き込みがあります。
批判や異論もあって当然でしょうが、匿名で責任所在のないコメントには、私共がその「誤解」を解く方法を限られてしまいます。お互いがオープンに意見しあえればわかり合えるものがあると思うのですが…。
　宝くじ裁判にしても、「今回の愚作のせいであなた達だけではなく、他のギャンブル依存症に取り組んでる団体もキワモノに見られる可能性があるでしょう。時流を読めず、軽率な行動をした…」とか「利権奪われるパチンコ屋関係の人物でしょうか？」などは根拠のある批判とは思えません。公開した訴状でも指摘した宝くじの不法・不当な点が全くないとされるのなら、それこそ富くじ業者のへ理屈です。今の「宝くじがパチンコよりマシ」だとしても、私共はもちろん今のパチンコを肯定している訳ではありませんし、このことは会報を見てもらえば判ることです。ですから、この方がパチンコを告発されることに反対しません。
　また、「お前ら自体が詐欺グループ。」とのコメントは、名誉棄損として罰せられるから自らを名乗れないのです。現在のインターネットは善用と悪用がありますが、これらは完全な悪用です。
【裁判情報】大阪地裁　平成２６年（ワ）第６６８３号事　宝くじ販売差止請求事件
　　　　 次回期日：平成２７年１月１４日（水）午後１時１５分　　８０８号法廷（傍聴可）

ギャンブルオンブズマン


（ギャンブル依存症を生む公認ギャンブルをなくす会）


大阪市中央区北浜1-2-2　北浜プロボノビル


事務局　井上善雄（� HYPERLINK "mailto:inoue@peacelaw.jp" �inoue@peacelaw.jp�）


TEL：06-6202-5050／FAX：06-6202-5052


会ブログ：� HYPERLINK "http://gambl.seesaa.net/" �http://gambl.seesaa.net/�（ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰ他掲載）
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ギャンブル被害
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ギャンブル依存症を生む
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事務局だより





当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会
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